
 

 

 

『ルナルナ』が協力する、東京大学の研究で開発したインターネット認知行動療法が 
妊娠中期に軽度のうつ症状がある妊婦に対し、有効である可能性が明らかに 

 
株式会社エムティーアイが運営する、妊娠・出産・育児に関する悩みをママ同士で相談できるアプリ『ルナルナ ベ

ビー』は、2019 年 11 月より東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野の西大輔教授らのグループが実施する

「全自動化インターネット認知行動療法による妊娠うつ病・産後うつ病の予防」（以下、「本研究」）に協力しており、本

研究の成果（以下、「本論文」）が「Psychiatry and Clinical Neurosciences」に掲載されました（日本時間 2022 年 8

月 12 日公開）。 

本研究では、東京大学大学院が開発したインターネット認知行動療法（以下、「iCBT」）のプログラムを『ルナルナ 

ベビー』へ導入し、妊娠うつ病・産後うつ病の予防効果を評価しました。すべての対象者に iCBT の効果があるとは言

えませんでしたが、妊娠 16 週から 20 週の時点で軽度のうつ症状や精神的苦痛がある人においては、妊娠中・産後

のうつ病予防効果が認められたため、iCBT によって妊娠中・産後のうつ病を予防できる可能性が示されました。 
 
【本論文のポイント】 

 妊娠 16 週から 20 週の人を対象に、iCBT 群※1（2,509 人）と対照群※2（2,508 人）とで、妊娠中・産後のうつ病

の発症に違いがあるかを調べた結果、両群に有意な差は認められませんでした。 

 妊娠 16 週から 20 週の時点で、精神的苦痛を測定する質問紙 K6※3 の得点が 5 点から 8 点だった人に関して

は、iCBT 群の方がうつ病を発症する人が少なく、うつ病発症予防効果が認められました。 

 軽度のうつ症状や精神的苦痛を感じている妊娠中期の妊婦に対して、iCBT のプログラムが有効である可能性

があります。 
 

【本研究の背景・目的】 

妊娠中・産後のうつ病は母子双方に与える影響が大きく、妊娠期からの予防が望まれます。対面での専門家によ

る予防介入は人的資源の観点から容易ではなく、iCBT に期待が集まっていましたが、これまで妊娠中・産後のイン

ターネット認知行動療法に関してはエビデンスが不足していました。 

そこで本研究では、全 6 回（1 回あたり 5 分から 10 分）で完了する、妊婦向けの iCBT プログラムを開発し、妊娠

中・産後のうつ病予防効果を検討することを目的としました。 
 

【本研究の成果と意義】 

本研究に参加の意思を示した 5,128 人の妊娠 16 週から 20 週の人のうち、過去 1 カ月にうつ病を経験した人とこ

れまでに双極性障害※4 を経験した人を除外した 5,017 人に参加してもらいました。研究参加者を iCBT 群（2,509 人）

と対照群（2,508 人）にランダムに割り付け、妊娠 32 週時点と産後 3 カ月時点にうつ病を発症しているかどうかを調

べました。 

研究の結果、iCBT 群では 59 人（2.35％）、対照群では 73 人（2.91％）の人がうつ病を発症しました。両群に有意

な差は認められませんでした（ハザード比 0.85、95％信頼区間 0.61-1.20, p=0.362）。 

一方、妊娠 16 週から 20 週の時点で精神的苦痛を測定する質問紙 K6※3 の得点が 5 点から 8 点だった人（iCBT

群 732 人、対照群 735 人）に関しては、iCBT 群の方がうつ病を発症する人が少なく（iCBT 群 10 人、対照群 28 人）、

うつ病発症予防効果が認められました（ハザード比 0.38、95％信頼区間 0.19-0.79, p=0.009）。 

本研究は、軽度のうつ症状や精神的苦痛を感じている妊娠中期の妊婦に対して、本プログラムが有効である可能

性を示しています。しかし、全体では両群に差が認められていないこと、iCBT 群の 2,509 人のうち全 6 回のプログラ

ムを完遂した人は 37.2％であったことなど、有効性と実装の両方に限界があり、実装においてはこれらの点に注意

する必要があります。 
 
※1 iCBT 群：研究参加者のうちインターネット認知行動療法を提供した群。 

※2 対照群：研究参加者のうち何も行わなかった群。 

※3 質問紙 K6：精神的苦痛を測定する 6 項目の自己記入式質問紙。複数のカットオフ値があるが、5 点以上を軽度の苦痛、9 点以上を

中等度の苦痛、13 点以上を重度の苦痛とする考え方がある。 

※4 双極性障害：気分が高まったり活動的になる躁状態と、憂うつで無気力なうつ状態を繰り返す病気。 
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≪東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野 西大輔教授のコメント≫ 

本研究は、軽度の精神的苦痛を感じている妊娠中期の妊婦さんが、インターネット認知行動療法を活用することで

妊娠中・産後のうつ病を予防できる可能性を示しています。しかし妊婦さん全員に効果があったわけではありません

ので、サービスなどに実装する際にはその点に留意する必要があります。精神的不調を感じられた場合はかかりつ

けの産婦人科や医療機関、公的な相談窓口へのご相談もご検討ください。 
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一般のお客様からのお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ コンタクトセンター 
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